
広報WARABI ● 平成20年10月１日発行 ／ 発行所・蕨市役所
● http://ｗｗｗ.city.warabi.saitama.jp/
● 蕨市の面積　５.10km２

● ９月１日現在人口：71,294人  前月比 －4人
 　　　　　　　　　   男 36,479人   女 34,815人
　　　　　　　　　 世帯数：34,914
　　　　　　　　　 人口密度：13,979人／km２

2008/平成20年
わらび・68３

イナゴもいた､カエルもいた
おもしろかった!稲刈り体験

　台風一過の９月20日。南公民館
のいもっこクラブ､ 25人の子ども
たちが、春に田植えをした田

た

んぼ
（戸田市）へ稲刈りに出かけました。
たわわに実った稲穂に飛びつくイ
ナゴやカエルを捕まえながら、楽
しい稲刈り体験をした子どもたち。
新米を味わえるのはもうすぐです。

目　次
●特集①／元気な商店街……２
●特集②／人間ドック等補助制度…４
●リポートそこが知りたい…６
●まちの話題…………………７
●いきいきシルバーライフ…８
●親と子のニュースの小窓…10
●輝いていま　ひと…………12
●わらびの野鳥・虫・草……12



【　　】2

■有効期限を迎える水道メーターの無料交換　今月は中央地区／該当するお宅には事前にお知らせを配布します　詳細＝水道部（☎432･2217）

　

そ
こ
で
市
で
は
、
重
点
施

策
の
１
つ
に
商
店
街
の
活
性

化
を
位
置
付
け
、商
店
会
や
消

費
者
、学
識
経
験
者
な
ど
18
人

の
委
員
か
ら
な
る｢

元
気
な

商
店
街
づ
く
り
検
討
委
員
会｣

を
５
月
に
発
足
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
同
委
員
会
は
「
空

き
店
舗
の
活
用
」と「
歴
史･

文

化
を
活
用
し
た
活
性
化
」
と

い
う
２
つ
の
テ
ー
マ
に
沿
っ

て
、
具
体
的
な
活
性
化
案
を

検
討
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
商
店
街
は
安
全
安

心
な
住
環
境
に
不
可
欠
な
公

共
的
役
割
も
あ
り
ま
す
の

で
、今
年
度
か
ら
、商
店
街
の

９
６
６
あ
る
街
路
灯
の
電
気

代
補
助
を
４
分
の
１
か
ら
３

分
の
１
に
拡
大
し
て
い
ま
す
。

　

商
店
街
の
活
性
化
は
、市

が
平
成
12
年
に｢

中
心
市
街

地
活
性
化
基
本
計
画｣

を
策
定

し
、
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

更
に
地
域
の
商
工
業
の
振
興

を
図
っ
て
い
る
蕨
商
工
会
議

所
で
は
、
こ
の
基
本
計
画
を

基
に
「
蕨
市
中
小
小
売
商
業

高
度
化
事
業
構
想
（
Ｔ
Ｍ
Ｏ

構
想
）」
を
策
定
し
、
具
体

的
な
商
店
街
の
活
性
化
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

そ
の
な
か
で
、
活
性
化
事

業
を
進
め
る
１
つ
の
方
策
に
、

各
商
店
会
の
代
表
者
と
市
職

員
、
そ
し
て
運
営
主
体
の
商

工
会
議
所
で
組
織
さ
れ
る｢

中

心
市
街
地
活
性
化
推
進
協
議

会｣

が
あ
り
ま
す
。７
月
８
日

に
開
催
さ
れ
た
同
協
議
会
で

は
、
３
つ
の
商
店
会
か
ら
提

案
さ
れ
た
事
業
が
決
定
し
ま

し
た
。そ
こ
で
、皆
さ
ん
に
そ

の
３
事
業
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

面
積
が
5.1
平
方
㌔
㍍
の
蕨

市
に
は
、
会
員
数
６
４
３
か

ら
な
る
13
の
商
店
街
が
あ
り

ま
す
。
日
本
一
小
さ
な
市
域

で
は
、
下
中
図
の
と
お
り
、

数
分
も
歩
け
ば
ど
こ
か
し
ら

の
商
店
街
で
買
い
物
が
で
き

る
便
利
な
ま
ち
で
す
。

　

し
か
し
、
長
引
く
景
気
の

低
迷
や
産
業
構
造
の
変
化
な

ど
に
よ
り
、
最
近
で
は
シ
ャ

ッ
タ
ー
が
閉
ま
っ
た
ま
ま
の

お
店
や
空
き
地
が
増
え
る
な

ど
、
商
店
街
の
お
店
の
数
は

減
少
し
て
い
く
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら

私
た
ち
の
身
近
に
あ
る
13
の
蕨
の
商
店
街

３つの事業で新展開
市内の元気な商店街

特集①：魅力ある商店街づくり

魅力ある商店街づくりを進める各商店会の代表者と蕨商
工会議所、蕨市からなる蕨市中心市街地活性化推進協議会
では、７月に3つの商店会の事業提案を採択しました。そ
こで今月の特集①では、その3つの事業をご紹介します。
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夏
の
風
物
詩
、
機
ま
つ
り
の

飾
り
つ
け
も
少
な
く
な
っ
た

と
の
声
も
聴
か
れ
る
現
状
と

な
っ
て
い
ま
す
。

市
民
一
体
で
支
え
る
に
ぎ
わ
い
あ
る
ま
ち

魅
力
引
き
出
す
３
つ
の
活
性
化
補
助
事
業

ぺ
た
ぺ
た
蕨
宿

その１

き
１
ポ
イ
ン
ト
、
シ
ー
ル
が

１
枚
も
ら
え
る
も
の
で
す
。

そ
し
て
４
０
０
ポ
イ
ン
ト
が

「ぺたぺた蕨宿」の加盟店
は上図のポスターを目印に

　

中
仙
道
蕨
宿
商
店
街
振
興

組
合
（
左
上
図
Ｇ
）
で
は
、

今
月
１
日
か
ら
ポ
イ
ン
ト
カ

ー
ド
事
業「
ぺ
た
ぺ
た
蕨
宿
」

を
実
施
し
ま
す
。

　

｢

ぺ
た
ぺ
た
蕨
宿｣

と
は
、

同
組
合
の
加
盟
店
で
買
い
物

を
す
る
と
、
１
０
０
円
に
つ
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■違反建築なくそう運動法令説明会／10日 午後2時 戸田市役所5階 わが家の防犯ほか 無料相談会あり 詳細＝まちづくり推進課（☎433･7715）

貯
ま
る
と
、
カ
ー
ド
は
５
０

０
円
の
買
い
物
券
と
し
て
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

や
チ
ェ
ー
ン
店
な
ど
が
行
っ

て
い
る
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
と

は
異
な
り
、
地
域
の
環
境
美

化
活
動
や
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
参
加
し
て
い
た
だ
い
て
も

ポ
イ
ン
ト
が
付
与
さ
れ
る
こ

と
が
特
徴
で
す
。

　

同
組
合
で
は
、
こ
う
し
た

取
り
組
み
に
よ
っ
て
、
商
店

街
の
活
性
化
を
図
る
と
と
も

に
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
促

進
に
よ
る
地
域
の
連
携
を
深

め
て
い
こ
う
と
す
る
２
つ
の

効
果
で
、魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
計
画
で
す
。

　

南
町
商
和
会
（
２
㌻
中
図

Ｄ
）で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
よ
る
情
報
活
用
支
援
事
業

「
商
店
会
情
報
共
有
シ
ス
テ

ム
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

商
和
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.w

arabi-
shouw

akai.jp/

）に
は
、商

店
会
に
加
盟
し
て
い
る
65
の

お
店
の
住
所
や
電
話
番
号
、

営
業
時
間
な
ど
の
情
報
が
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
事
業
で
特
に

力
を
注
い
で
い
る
も
の
が
メ

ー
ル
配
信
シ
ス
テ
ム
で
す
。

こ
れ
は
、
各
店
舗
が
お
客
さ

ん
の
同
意
の
下
、
南
町
商
和

会
に
メ
ー
ル
登
録
し
て
い
た

だ
く
こ
と
で
、
毎
月
10
日
と

25
日
に
各
店
舗
の
お
買
い
得

商
品
な
ど
の
情
報
を
買
い
物

の
時
間
帯
（
午
後
３
時
～
４

時
）
に
配
信
し
、
商
店
街
の

認
可
さ
れ
ま
し
た
。

　

１
つ
数
百
円
で

販
売
予
定
の
エ
コ

バ
ッ
グ
は
、
皆
さ

ん
か
ら
デ
ザ
イ
ン

を
公
募
し
、
コ
ン

ク
ー
ル
で
決
定
し

た
作
品
を
採
用
す

る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、「
レ
ジ

袋
削
減
・
マ
イ

バ
ッ
グ
運
動
を
す

す
め
る
連
絡
協
議

会
」
の
高た

か

松ま
つ

と
し

枝え

会
長
や
「
地
域

女
性
団
体
連
絡
協

　

蕨
銀
座
商
店
街
共
同
組
合

（
２
㌻
中
図
Ａ
）で
は
、市
内
全

域
を
対
象
に｢

エ
コ
バ
ッ
グ

事
業｣

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

環
境
問
題
に
関
心
が
高
ま

る
な
か
、こ
の
事
業
は
商
工
会

議
所
で
も
県
へ
提
案
型
指
導

事
業
と
し
て
申
請
し
、５
月
に

私からひとこと

子どもたちにも楽しめるお店を
　低学年のころは、学校の友達
がたくさん集まる近所の駄菓
子屋に行くのが楽しみでした。
商店街にも、私たちのおこづか
いで買い物ができたり、楽しめ
たりするお店があると子ども
たちはうれしいと思います。 荻

おぎ

原
はら

 幸
ゆき

菜
な

さん
錦町４丁目

　品ぞろえや便利さで､ つい
スーパーを利用してしまいま
す。でも、食の安全が気になる
今、環境に配慮し、安心して子
どもに食べさせられるものが
あれば、少しくらい高くても
商店街を利用したいですね。 岩

いわ

田
た

 麻
あさ

美
み

さん
中央７丁目

食の安全と環境配慮がたいせつ

　お店の人との会話や、顔なじ
みになると好みの商品をそろ
えてくれるなど、商店街には人
情が感じられ、昔は楽しい買い
物ができました。高齢化が進む
今の社会では、商品を宅配して
もらえるとありがたいですね。 新

あら

井
い

 つるさん
南町１丁目

社会に対応したサービスが必要

魅
力
を
発
見
し
て
い
た
だ
こ

う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

商
和
会
で
は
、
今
後
も
よ

り
地
域
に
密
着
し
た
サ
ー
ビ

ス
の
展
開
を
図
る
こ
と
で
、

更
に
多
く
の
皆
さ
ん
に
商
店

街
を
利
用
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
シ
ス
テ
ム
の
充
実
に

意
欲
的
で
す
。

議
会
」
の
植う

え
だ田

富ふ

み

こ
美
子
副
会

長
な
ど
に
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
市
民
参
加
型
の
取

り
組
み
と
し
て
、
商
店
街
か

ら
、
環
境
に
優
し
い
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
て
い
こ
う
と

し
て
い
ま
す
。

地
域
も
り
立
て
る
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

　

商
店
会
の
皆
さ
ん
は
、
地

域
活
動
に
も
積
極
的
に
参
加

さ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
塚

越
商
店
会
で
は
、
夏
の
風
物

詩
と
し
て
す
っ
か
り
お
な
じ

み
の
「
あ
さ
が
お
・
ほ
お
ず

き
市
」
を
毎
年
７
月
に
開
催

し
、
地
域
の
皆
さ
ん
を
楽
し

ま
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
各
地
区
で
行
わ
れ
て
い

る
盆
踊
り
大
会
や
環
境
美
化

活
動
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
な

ど
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、

ま
ち
を
も
り
立
て
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　

ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
や
安
全

安
心
な
住
環
境
を
高
め
て
い

く
た
め
、
市
で
は
皆
さ
ん
と

と
も
に
、
元
気
な
商
店
街
を

応
援
し
て
い
き
ま
す
。

携帯電話の情報提供を受ける
にはバーコード登録して送信

消
費
生
活
展
で
も
注
目
の
エ
コ
バ
ッ
グ

夏
の
風
物
詩
あ
さ
が
お
・
ほ
お
ず
き
市

情
報
共
有
シ
ス
テ
ム

その２

エ
コ
バ
ッ
グ
事
業

その３
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国
の
法
律
で
４
月
１
日
か

ら
始
ま
っ
た
後
期
高
齢
者
医

療
制
度（
長
寿
医
療
制
度
）は
、

現
役
世
代
と
高
齢
者
の
か
た

が
負
担
能
力
に
合
わ
せ
た
保

険
料
を
負
担
し
て
い
た
だ
き
、

75
歳
以
上
の
か
た
の
心
身
の

特
性
や
生
活
実
態
に
合
わ
せ

た
医
療
を
目
指
す
な
ど
、高
齢

社
会
に
対
応
す
る
制
度
と
し

て
導
入
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、

市
町
村
に
よ
っ
て
保
険
料
に

高
低
が
あ
っ
た
た
め
、
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
と
い

う
運
営
主
体
が
出
来
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
75
歳
以
上
の
か

た
を
別
の
保
険
に
す
る
な
ど
、

多
く
の
問
題
を
指
摘
さ
れ
て

い
ま
す
。
埼
玉
県
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
で
は
、
人

間
ド
ッ
ク
等
受
診
費
の
補
助

を
行
わ
な
い
こ
と
か
ら
、
人

間
ド
ッ
ク
な
ど
を
受
診
し
づ

ら
い
と
い
う
問
題
も
新
た
に

発
生
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

■障害者就職面接会／22日 午後１時～４時 さいたまスーパーアリーナ 県南地域の企業との相談・面接 詳細＝川口ハローワーク（☎251･2901）

健康的な暮らしを支援
人間ドック等補助制度

　今年４月からスタートした後期高齢者医療制度は､ 埼玉県後期高齢者医療広域連合が運営
主体で保険料の決定や医療費の給付などを行っています｡ しかし､ 75歳以上の皆さんが人間
ドック等受診費の補助が受けられなくなったため､ 蕨市では今月から人間ドック等補助制度
を創設しました｡ いつまでも元気で健康に暮らしたいと願う皆さんに市はおこたえします｡

広
域
連
合
が
運
営
主
体

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

特集②：後期高齢者医療制度の補助事業

健
康
保
持
す
る
ド
ッ
ク

深
刻
な
受
診
者
の
減
少

　

人
間
ド
ッ
ク
は
、
健
康
を

保
持
す
る
と
と
も
に
、
生
活

習
慣
病
な
ど
日
常
的
に
多
い

病
気
を
で
き
る
だ
け
早
く
見

つ
け
出
す
こ
と
が
目
的
で
す
。

　

そ
の
指
定
医
療
機
関
の
１

つ
、
保
健
セ
ン
タ
ー
内
に
あ

る
蕨
市
成
人
健
診
セ
ン
タ
ー

で
は
、
平
成
19
年
度
に
蕨
市

国
保
の
補
助
を
受
け
て
人
間

ド
ッ
ク
を
受
診
さ
れ
た
75
歳

以
上
の
か
た
が
56
人
、
月
平

均
約
4.7
人
で
し
た
。し
か
し
、

今
年
の
９
月
末
現
在
の
受
診

者
は
約
10
人 （
見
込
み
）で
、

月
平
均
が
約
1.7
人
と
な
る
こ

と
か
ら
、
お
よ
そ
64
％
も
受

診
者
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
が
施
行
さ
れ
た
後
、
国

民
健
康
保
険
や
被
用
者
保
険

に
加
入
し
て
い
た
か
た
も
同

制
度
に
移
行
す
る
こ
と
に
な

っ
た
こ
と
が
、
受
診
者
数
減

少
の
大
き
な
原
因
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

健
康
づ
く
り
応
援
す
る

蕨
市
が
行
う
補
助
制
度

　

こ
う
し
た
現
状
を
重
く
見

た
蕨
市
で
は
、
今
月
１
日
か

ら
75
歳
以
上
の
か
た
が
継
続

的
に
受
診
で
き
る
よ
う
、
独

自
に
「
人
間
ド
ッ
ク
等
補
助

制
度
」
を
創
設
し
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
に
よ
り
、
人
間

ド
ッ
ク
と
脳
ド
ッ
ク
、
そ
し

て
一
度
に
全
身
の
が
ん
を
調

べ
ら
れ
る
Ｐ
Ｅ
Ｔ（
ペ
ッ
ト
）

高齢者学級の健康講座 補助対象となる成人健診センターの人間ドック A コース
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■月に一度は漏水チェックを／蛇口をすべて閉めメーターボックス内左隅の回転盤が回っていると漏水の可能性あり 詳細＝水道部 （☎432・5329）

検
診
の
補
助
が
、
こ
れ
ま
で

と
同
様
に
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

対
象
は
、
蕨
市
に
住
所
が

あ
り
、
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
を
完
納
さ
れ
て
い
る
か

た
で
す
。
補
助
金
額
は
そ
れ

ぞ
れ
、
人
間
ド
ッ
ク
が
２
万

円
、
脳
ド
ッ
ク
は
２
万
５
０

０
０
円
、
そ
し
て
Ｐ
Ｅ
Ｔ
検

診
は
２
万
円
で
す
。

　

ま
た
、人
間
ド
ッ
ク
の
補
助

は
１
年
度
に
１
回
で
す
（
平

成
20
年
度
に
限
り
、４
月
か
ら

９
月
ま
で
に
後
期
高
齢
者
健

康
診
査
を
受
診
さ
れ
た
か
た

も
補
助
申
請
が
で
き
ま
す
）。

　

脳
ド
ッ
ク
と
Ｐ
Ｅ
Ｔ
検
診

の
補
助
は
３
年
度
に
１
回
で

す
。
同
年
度
内
に
い
ず
れ
か

の
検
診
の
補
助
を
受
け
る
場

合
は
補
助
申
請
で
き
な
い
ほ

　

市
で
は
、
人
間
ド
ッ
ク
等

補
助
制
度
の
ほ
か
、さ
ま
ざ
ま

か
、
平
成
18
年
度
以
降
に
蕨

市
国
民
健
康
保
険
の
脳
ド
ッ

ク
補
助
ま
た
は
Ｐ
Ｅ
Ｔ
検
診

を
受
け
ら
れ
た
か
た
は
、
同

じ
検
診
の
補
助
申
請
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
既
に
指
定
医
療
機

関（
右
上
表
）で
、
蕨
市
指
定

の
人
間
ド
ッ
ク
等
を
補
助
な

し
で
受
診
さ
れ
た
か
た
は
、

４
月
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
補

助
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
該
当

さ
れ
る
か
た
は
、
被
保
険
者

証
、
領
収
書
、
印
鑑
、
預
金

通
帳
を
持
参
の
上
、
保
険
年

金
課
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

な
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

健
康
密
度
も
日
本
一
へ
、

を
目
標
と
し
て
健
康
事
業
に

取
り
組
む
保
健
セ
ン
タ
ー
で

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
検
診
を
実

施
し
て
い
る
ほ
か
、
健
康
全

般
に
関
す
る
各
種
無
料
相
談

も
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

保
健
師
や
主
任
ケ
ア
マ
ネ
ジ

ャ
ー
、
社
会
福
祉
士
が
介
護

予
防
を
は
じ
め
、
健
康
に
関

す
る
相
談
な
ど
も
行
っ
て
い

ま
す
の
で
、
ど
ち
ら
も
お
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

市
民
の
だ
れ
も
が
健
康
に

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
蕨
市
で
は
、
今
後
も
皆

さ
ん
が
い
つ
ま
で
も
元
気
に

暮
ら
せ
る
よ
う
、
元
気
な
ま

ち
づ
く
り
を
展
開
し
て
い
こ

う
と
考
え
て
い
ま
す
。

蕨市の後期高齢者医療被保険者の
人間ドック等補助金のポイント

対象者：蕨市に住所があり後期高齢者医療被
保険者で、保険料の滞納がない人
受診場所：指定医療機関（右表）
申請受付：随時受付
補助金額
○人間ドック：20,000円
　１年度に１回。今年度に限り４月～９月に

後期高齢者健康診査を受診済みでも申請可
○脳ドック：25,000円
　３年度に１回。同年度内にＰＥＴ検診の補

助を利用される人は不可。また、平成18年
度以降に蕨市国民健康保険の脳ドックの補
助を利用された人も申請できません

○ＰＥＴ検診：20,000円
　３年度に１回。同年度内に脳ドックの補助

を利用される人は不可。また、平成18年度
以降に蕨市国民健康保険のＰＥＴ検診の補
助を利用された人も申請できません

利用方法
１　指定医療機関に予約。予約の際は、蕨市

の人間ドック等補助制度を利用することを
お伝えください

２ 予約後、後期高齢者医療被保険者証を持
参し、保険年金課にお越しください。補助
金交付申請をしていただき、受診票をお渡
しします

３　受診の際、受診票を指定医療機関へ提出。
料金から補助金額を差し引いた額が請求さ
れます

※既に平成20年4月1日～9月30日に受診さ
れたかたも補助申請できます。被保険者証、
領収書、印鑑、預金通帳を持参の上、保険
年金課（☎433・7736）へ

人間ドック指定医療機関

蕨市成人健診センター ☎443・7953

浅野胃腸病院 ☎431・6919

斎藤クリニック ☎445・5311

戸田中央総合病院 ☎442・1118

戸田市立医療保健センター ☎421・4114

中島病院 ☎441・1211

公平病院 ☎421・3030

脳ドック指定医療機関

蕨市立病院 ☎432・2277

たかくぼクリニック ☎432・7555

戸田中央総合病院
脳ドックセンター ☎442・9661

しのざき脳神経外科・
産婦人科クリニック

☎048･　　　
　887･1881

　

食
品
偽
装
が
深
刻
な
社
会

問
題
と
な
っ
た
昨
年
を
象
徴

す
る
漢
字
は
「
偽
」
で
し
た

が
、
今
年
に
入
り
、
汚
染
米

の
不
正
流
通
、
食
品
へ
の
メ

ラ
ミ
ン
混
入
と
、
食
の
安
全

を
根
本
か
ら
揺
る
が
す
よ
う

な
事
件
が
相
次
い
で
い
ま
す
。

特
に
、
こ
れ
ら
が
学
校
や
保

育
園
、
病
院
給
食
に
出
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な

っ
て
お
り
、
国
民
、
市
民
の

不
安
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

早
速
、
蕨
市
の
現
状
に
つ

い
て
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
学

校
や
保
育
園
、市
立
病
院
で
、

問
題
の
食
材
は
使
わ
れ
て
い

な
い
こ
と
が
確
認
で
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
次
々
と
新
し

い
問
題
が
生
じ
て
お
り
、
引

き
続
き
市
民
の
安
全
を
第
一

に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
う
し
た
問
題
の
背
景
に

40
％
と
い
う
日
本
の
食
糧
自

給
率
の
低
さ
が
指
摘
さ
れ
て

い
ま
す
。
輸
入
の
際
の
食
品

衛
生
監
視
員
も
約
３
０
０
人

で
、
年
間
約
20
万
件
も
の
輸

入
食
品
の
検
査
を
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

蕨
市
で
は
、
一
学
期
に
１

回
程
度
で
す
が
、
学
校
給
食

に
、
地
元
で
採
れ
た
野
菜
を

提
供
す
る
取
り
組
み
が
喜
ば

れ
、
地
元
野
菜
の
直
売
も
人

気
が
あ
り
、
食
の
安
全
に
対

す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
、
行
政
と

し
て
、
食
の
安
全
を
重
視
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

市長　賴 髙 英 雄

食の安全を考える

⓮

市民と市長
の 面 会 日
　毎月第１
木曜日、今
月は２日、
11月は６日
　午後１時
～５時　ご
希望のかた
は、秘書広
報課（☎433・
7701）へ。

各
種
事
業
で
サ
ポ
ー
ト

市
民
の
元
気
な
暮
ら
し

申請は市役所２階保険年金課へ
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リポート　そこが知りたい

〈60〉

■犬の正しい飼い方普及旬間／①最後まで責任持って②放し飼いは禁止③散歩は引き綱・適切なふん尿処理を　詳細＝川口保健所（緯262・6111）

　

朝
や
夕
方
な
ど
、
犬
の
散

歩
の
多
い
時
間
帯
に
見
ら
れ

る
迷
惑
な
行
為
。
道
路
中
央

で
犬
に
尿
を
さ
せ
、
堂
々
と

立
ち
去
る
人
、
周
り
に
人
が

い
な
い
と
、
ふ
ん
を
そ
の
ま

ま
放
置
し
て
い
く
人
な
ど
さ

ま
ざ
ま
で
、
意
外
と
年
配
の

人
に
多
い
の
が
驚
き
で
す
。

　

私
た
ち
「
ら
ん
ら
ん
倶く

楽ら

部ぶ（
会
員
50
人
）」で
は
、犬
が

散
歩
中
に
し
た
ふ
ん
は
持
ち

帰
り
、尿
で
汚
し
た
場
合
は
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
入
れ
た
水

で
流
す
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

で
も
、
迷
惑
し
て
い
る
近

隣
住
人
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て

は
、
私
た
ち
も
同
じ
＂
ま
ち

を
汚
す
人
＂
に
映
っ
て
い
る

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
…
。

　

都
市
化
さ
れ
た
ま
ち
の
な

か
で
、
人
と
犬
が
仲
よ
く
共

　

実
際
、
動
物
指
導
を
行
っ

て
い
る
川
口
保
健
所
生
活
衛

生
・
薬
事
担
当
、倉く

ら

島し
ま

美み

穂ほ

担

当
課
長
さ
ん（
左
写
真
）に
お

話
を
伺
っ
た
と
こ
ろ
、「
埼
玉

県
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
」
で
、
飼
い
主

に
対
し
て
の
遵
守
事
項
が
き

ち
ん
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
「
公
共
の
場
所
又

は
他
人
の
土
地
、
建
物
等
を

汚
損
さ
せ
な
い
こ
と
」。犬
の

ふ
ん
や
尿
な
ど
で
汚
し
た
ま

ま
に
し
て
お
く
こ
と
は
、紛
れ

も
な
く
条
例
違
反
な
の
で
す
。

　

現
在
、
市
で
は
犬
猫
の
ふ

ん
尿
に
関
し
て
、さ
ま
ざ
ま
な

苦
情
や
ご
意
見
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
そ
う
で
す
。「
蕨
市

さ
わ
や
か
環
境
条
例
」で
は
、

犬
の
ふ
ん
の
処
理
に
つ
い
て

の
み
、遵
守
事
項
が
あ
り
ま
す

が
、
現
在
の
状
況
で
は
、
条

例
の
内
容
も
検
討
す
る
必
要

性
が
出
て
き
た
と
い
い
ま
す
。

　

こ
の
ま
ま
マ
ナ
ー
の
悪
い

部
分
だ
け
が
浮
き
彫
り
に
な

っ
て
、
罰
金
制
度
な
ど
も
登

場
し
て
く
る
の
で
し
ょ
う
か
。

私
た
ち
は
そ
う
し
た
制
度
の

監
視
下
で
は
、
犬
も
人
も
触

れ
合
う
喜
び
や
交
流
が
薄
れ

て
い
く
よ
う
に
思
え
て
な
り

ま
せ
ん
。
飼
い
主
が
マ
ナ
ー

を
守
る
。
そ
れ
が
い
ち
ば
ん

の
解
決
法
だ
と
思
い
ま
す
。

　

あ
な
た
の
家
の
前
が
、
毎

日
ふ
ん
尿
で
汚
れ
て
い
た
ら

見
過
ご
せ
ま
す
か
？
マ
ナ
ー

を
守
ら
な
い
た
め
に
、
た
い

せ
つ
に
し
て
い
る
犬
ま
で
悪

者
に
し
な
い
で
ほ
し
い
で
す
。

ま
ち
を
汚
す
不
快
な
物

掃
除
を
す
る
の
は
だ
れ

自
分
さ
え
よ
け
れ
ば
？

ト
イ
レ
の
場
所
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　

掲
載
は
無
料
。
申
し
込
み
は
秘

書
広
報
課（
緯
433
・７
７
０
３
）へ
。

〔
譲
っ
て
く
だ
さ
い
・
無
料
〕

▼
14
～
16
㌅
の
一
輪
車　

使
用
で

き
れ
ば
可　

取
り
に
伺
い
ま
す

居

細
川
・
緯
445
・
５
６
２
５巨

〔
差
し
上
げ
ま
す
〕

▼
猫　

①
キ
ジ
ト
ラ
模
様　

平
成

20
年
８
月
生
ま
れ　

②
茶
・
白
の

ブ
チ
模
様　

雄
・
雌　

平
成
20
年

５
月
生
ま
れ　

不
妊
手
術
済　

お

届
け
し
ま
す居

笛
田
・
緯
431
・
４

４
４
１巨

▼
長
方
形
こ
た
つ　

１
１
９
㌢
×

83
㌢　
取
り
に
来
て
く
れ
る
人居

伊

藤
・
緯
442
・
８
２
３
７巨

〔
参
加
し
ま
せ
ん
か
〕

▼
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン　

説
明
会
＝

24
日　
午
後
１
時　
講
演
は
井
出
洋

介
さ
ん　
講
座
＝
31
日
～
12
月
19
日

金
曜
日　
市
民
会
館　
９
０
０
０
円

（
教
材
費
込
み
）　
点
数
計
算
の
で

き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
募
集居

戸

塚・
緯
090・３
３
１
６
・８
１
９
７巨

▼
ヨ
ー
ガ
無
料
体
験
（
ア
ー
サ
ナ

ヨ
ー
ガ
ク
ラ
ブ
）　
今
月
の
火
曜
日

全
４
回　

午
後
７
時　

中
央
公
民

館居

同
館
・
緯
432
・
２
５
３
０巨

▼
第
14
回
桜
の
ま
ち
南
町
文
化
展

ス
タ
ッ
フ
募
集　

平
成
21
年
３
月

28
日
・
29
日　

南
公
民
館
・
三
和

公
園居

南
公
民
館
・
緯
442
・
４
０

５
５巨

〔
仲
間
に
な
り
ま
せ
ん
か
〕

▼
楊
名
時（
太
極
拳
）　
土
曜
日　
午

後
２
時
半　
蕨
駅
東
口
駅
前
ラ
・
セ

ー
ヌ
ビ
ル　
月
４
５
０
０
円　
随
時

体
験
可居

浦
島・
緯
224
・５
９
１
５巨

情
報
ダ
イ
ヤ
ル

括

存
で
き
る
こ
と
を
願
い
、
会

で
は
４
年
前
か
ら
、「
う
ん
ち

袋
ボ
ッ
ク
ス
」（
右
下
）
を
設

置
し
始
め
、
現
在
12
か
所
に

ま
で
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ふ
ん
を
持
ち
帰
る
人

も
増
え
、私
た
ち
も
目
に
付
い

た
と
き
は
拾
う
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。
正
直
だ
れ
の
物
か

分
か
ら
な
い
ふ
ん
を
拾
う
の

は
気
持
ち
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。

で
も
、
犬
を
飼
っ
て
い
る
わ

け
で
も
な
い
の
に
掃
除
を
さ

せ
ら
れ
る
人
は
、
も
っ
と
嫌

な
思
い
を
し
て
い
る
の
で
す
。

　

犬
を
飼
う
以
上
、
飼
い
主

は
他
人
に
迷
惑

を
か
け
な
い
よ

う
、
犬
の
し
つ

け
は
お
ろ
か
、

排
泄せ

つ

物
を
処
理

す
る
の
は
あ
た

り
ま
え
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　

蕨
市
で
登
録
の
あ
る
犬
の
数
は
２
０
０
０
頭
以
上
。
皆
さ
ん
が
犬
に
い
や
さ
れ
、
愛
情
を
注
ぐ

一
方
で
、市
に
は
、ふ
ん
尿
被
害
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
今

月
は
、犬
を
飼
っ
て
い
る
市
民
お
２
人
が
、飼
い
主
の
視
点
で
ま
ち
の
様
子
を
リ
ポ
ー
ト
し
ま
し
た
。

僕たちが悪いの？

地域のなかで動物と人との触れ合いを深めている
自主管理団体「らんらん倶楽部」会員のお２人
峯岸さおりさん（18歳・左）・小林祐喜子さん（19歳）

犬に関する相談ができます
川口保健所（緯262・6111）

南町桜並木遊歩道・さつき公園（南
町）・ちびっこ広場（中央）・中央小の
周辺に設置の「うんち袋ボックス」。
袋は小林さんがデザインされました

ふ
ん
放
置
は
条
例
違
反
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ま
・
ち
・
の
・
話
・
題
　
酷

■『広報蕨』9月号お知らせ版1㌻で保育園・留守家庭児童指導室の申し込み受付日時を誤って掲載　正しくは11月10日です　おわびして訂正します

力合わせて児童が合宿

盗難防止に二重ロック

ご長寿のお祝い盛大に

塚越児童館でお月見会

最高齢者のお宅を訪問
　

錦
町
５
丁
目
に
お
住
ま
い

の
福ふ

く

谷た
に

ゑ
つ
さ
ん
は
、
明
治

39
年
生
ま
れ
の
１
０
２
歳
。

市
内
で
最
高
齢
者
で
す
。
９

月
３
日
、
賴よ

り

髙た
か

市
長
が
ご
自

宅
へ
お
伺
い
し
て
、
ご
長
寿

の
お
祝
い
に
羽
毛
布
団
を
贈

呈
。
健
康
の
秘
け
つ
は
「
３

食
き
ち
ん
と
食
べ
る
こ
と
」

と
、に
っ
こ
り
。こ
れ
か
ら
も

元
気
で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

　

市
内
５
地
区
の
公
民
館
で

は
、
児
童
が
共
同
生
活
を
し

な
が
ら
学
校
へ
通
う
合
宿
通

学
が
毎
年
開
か
れ
て
い
ま
す
。

塚
越
地
区
は
９
月
７
日
か
ら

13
日
ま
で
東
公
民
館
で
行
わ

れ
、
33
人
の
児
童
が
参
加
。

料
理
や
洗
濯
、
掃
除
な
ど
の

生
活
体
験
を
通
し
て
友
達
を

作
り
、
家
族
の
た
い
せ
つ
さ

を
あ
ら
た
め
て
学
び
ま
し
た
。

　

Ｉ
Ｔ
関
連
会
社
に
お
勤
め

の
李
さ
ん
は
、２
年
前
に
韓
国

の
首
都
ソ
ウ
ル
市
か
ら
蕨
に

や
っ
て
来
ま
し
た
。２
児
の
母

で
も
あ
る
李
さ
ん
。来
日
当
初

保
育
園
に
空
き
が
な
く
困
っ

て
い
た
と
き
に
、蕨
市
社
会
福

祉
協
議
会
の
有
償
託
児
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、わ
ら
び
フ
ァ
ミ
リ

ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
を

　

犯
罪
発
生
率
県
内
ワ
ー
ス

ト
２
位
か
ら
の
脱
却
を
目
指

し
て
９
月
10
日
、市
と
県
、蕨

警
察
署
の
主
催
で
、防
犯
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
自
転
車
盗
難
防
止
に
は
二
重

の
施
錠
が
効
果
的
」と
、市
長

み
ず
か
ら
、駅
前
か
ら
東
口
一

番
街
に
か
け
て
ワ
イ
ヤ
ー
ロ

ッ
ク
５
０
０
個
を
配
布
。ま
ち

行
く
人
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

９
月
13
日
、
市
民
会
館
で

「
お
年
寄
り
を
敬
う
会
」が
開

か
れ
ま
し
た
。
77
歳
以
上
の

皆
さ
ん
４
７
８
４
人（
前
年
比

２
７
４
人
増
）を
お
招
き
し
た

と
こ
ろ
、
１
３
２
９
人
が
来

場
。
小
学
生
に
よ
る
敬
老
作

文
朗
読
や
、
幼
稚
園
児
の
合

唱
、合
奏
の
ほ
か
、歌
謡
シ
ョ

ー
な
ど
が
盛
大
に
行
わ
れ
、

ご
長
寿
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

　
＂
十
五
夜
お
月
様
＂を
見
た

子
も
見
逃
し
た
子
も
、９
月
18

日
は
塚
越
児
童
館
に
集
ま
っ

て
、お
月
見
会
を
楽
し
み
ま
し

た
。読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア「
お
は
な
し
く
ま
さ
ん
」に

よ
る
、月
に
ち
な
ん
だ
紙
芝
居

や
手
遊
び
な
ど
で
会
場
が
盛

り
上
が
っ
た
後
、50
人
の
親
子

で
輪
に
な
っ
て
、お
い
し
い
お

だ
ん
ご
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▼
男
の
料
理
教
室　

第
３
土
曜
日

午
前
10
時　
南
公
民
館　
月
２
０
０

０
円居

高
橋
・
緯
442
・
０
５
６
２巨

▼
ス
テ
ッ
プ（
子
育
て
悩
み
相
談
）

７
日　

東
公
民
館　

17
日　

西
公

民
館　

午
前
10
時
半　

月
７
０
０

円居

木
之
下
・
緯
432
・
１
９
４
０巨

▼
ど
ん
ぐ
り
パ
ソ
コ
ン
ク
ラ
ブ　

木
曜
日　

午
前
10
時　

中
央
公
民

館　

月
２
５
０
０
円　

初
心
者
歓

迎居

金
子
・
緯
432
・
３
６
１
９巨

▼
実
用
書
道
ク
ラ
ブ　

第
１
・

３
火
曜
日　

午
後
１
時
半　

下
蕨

公
民
館 

月
２
０
０
０
円（
教
材
費

別
）居

安
間
・
緯
441
・
８
３
６
５巨

▼
Ｓ
Ｋ
Ｋ
Ｄ
研
究
会（
社
交
ダ
ン

ス
）　

月
曜
日　

午
後
１
時
半　

南
公
民
館 

月
２
０
０
０
円　

１

か
月
無
料
講
習
あ
り居

平
井
・
緯

444
・
４
６
５
５巨

▼
女
声
コ
ー
ラ
ス
枇
杷
の
会
（
合

唱
）　

木
曜
日　
午
前
10
時　
中
央

公
民
館　
月
４
５
０
０
円　
随
時
見

学
可居

澤
田
・
緯
432
・
４
１
５
０巨

▼
火
曜
太
極
拳
ク
ラ
ブ　

火
曜
日

午
後
１
時
半　

中
央
公
民
館　

月

２
０
０
０
円　

初
心
者
歓
迎居

竹

内
・
緯
445
・
８
５
３
１巨

〔
見
に
来
ま
せ
ん
か
〕

▼
押
し
花
作
品
展
（
プ
チ
・
フ
ル

ー
ル
）　
29
日
～
11
月
３
日　
午
前

10
時
～
午
後
５
時　

29
日
は
午
後

１
時
か
ら　

ス
ギ
タ
ホ
ー
ル居

木

野
内
・
緯
441
・
７
０
６
８巨

〔
ご
相
談
く
だ
さ
い
〕

▼
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
の
自
助
活

動　
月
曜
日　
午
後
７
時　
中
央
公
民

館　
お
酒
を
や
め
た
い
人居

Ａ
Ａ
浦

和・
緯
03・５
９
５
７
・３
５
０
６巨

▼
蕨
断
酒
会（
酒
害
相
談
）　

７
日

＝
中
央
公
民
館　

15
日
＝
南
公
民

館　
23
日
＝
旭
町
公
民
館　
午
後
６

時
半居

岡
田
・
緯
441
・
３
１
７
２巨

恰

知
り
ま
し
た
。韓
国
に
は
こ
の

よ
う
な
し
く
み
は
な
い
そ
う

で
、「
皆
さ
ん
、親
身
に
託
児
を

し
て
く
だ
さ
る
の
で
、子
ど
も

た
ち
も
す
っ
か
り
な
つ
い
て

い
ま
す
。私
自
身
も
地
域
の
こ

と
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
り

交
流
が
広
が
っ
た
り
と
、
と

て
も
助
か
っ
て
い
ま
す
」と
、

笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

この
まちに

暮らして

潤　娜さん　 韓　国　
北町５丁目・35歳

この数な～に
4．4％

　平成19年度現在、蕨市は埼玉県内で
外国人登録者の割合が最も高い市です。
今年の９月現在では、外国籍のかたの
人口は3，154人で、その割合も4．4％と
ますます増加しています。そこで、市
が事業委託している蕨市国際交流事業
実行委員会では、来年２月開催予定の
交流会に向けて国際交流ボランティア
を募集しています。国際交流に興味が
あるかたや力を発揮してみたいかたは、
同実行委員会事務局の秘書広報課（緯

433・7701）へご連絡いただくか、市ホー
ムページを御覧の上ご応募ください。

李
イ

　恵
ヘ

玉
オク

さん



【　　】8

■みどりと川の再生埼玉フォーラム／25日　午後0時45分　有間ダム（飯能市）　知事の公開懇談会　詳細＝県みどり再生推進室（緯048・830・3147）

　
い
き
い
き
シ
ル
バ
ー
ラ
イ
フ

　

毎
週
日
曜
日
の
早
朝
に
市

内
を
散
策
し
健
康
づ
く
り
に

励
ん
で
い
る
蕨
市
歩
こ
う
会
。

会
員
は
91
名
、
平
均
年
齢
70

歳
で
す
。
今
月
、
創
立
30
周

年
を
迎
え
る
同
会
会
長
の
土

橋
照
男
さ
ん（
塚
越
５
丁
目
・

77
歳
）
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

あ
る
日
曜
日
の
早
朝
。
２

列
に
並
び
市
内
を
歩
く
、
歩

こ
う
会
の
皆
さ
ん
。
列
の
長

さ
は
約
20
㍍
。
い
つ
も
50
人

近
く
の
か
た
が
、
こ
の
朝
例

会
に
参
加
す
る
そ
う
で
す
。

　

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
と
い
っ
て

も
ダ
イ
エ
ッ
ト
向
け
に
行
う

よ
う
な
、背
筋
を
伸
ば
し
て
早

足
で
歩
く
も
の
と
は
違
い
ま

す
。
気
の
合
う
仲
間
ど
う
し

会
話
を
楽
し
み
な
が
ら
の
ん

び
り
歩
く
の
が
、歩
こ
う
会
の

特
徴
で
す
。そ
の
表
情
は
皆
さ

ん
、と
て
も
い
き
い
き
し
て
い

ま
す
。そ
ん
な
列
の
中
に
、歩

こ
う
会
の
黄
色
い
旗
を
振
り
、

皆
さ
ん
の
安
全
を
見
守
る
土

橋
さ
ん
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

　

土
橋
さ
ん
は
、平
成
10
年
に

市
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
し
た
の
を
き
っ
か

け
に
入
会
し
ま
し
た
。ユ
ー
モ

ア
あ
ふ
れ
る
土
橋
さ
ん
。自
己

紹
介
の
と
き
は
、自
身
の
誕
生

日
の
４
月
９
日
か
ら
、ご
ろ
合

わ
せ
で
「
私
の
人
生
四
苦
八

苦
」
と
言
っ
て
皆
さ
ん
を
笑

わ
せ
ま
す
。
冗
談
か
と
思
い

き
や
実
は
土
橋
さ
ん
、
過
去

に
大
病
を
患
っ
て
い
ま
し
た
。

　

定
年
前
は
、
旧
大
蔵
省
の

印
刷
局
に
お
勤
め
し
て
い
た

土
橋
さ
ん
。
多
忙
な
毎
日
を

送
る
な
か
、次
第
に
病
魔
が
土

橋
さ
ん
の
体
を
蝕
ん
で
い
っ

た
の
で
す
。糖
尿
病
に
大
腸
が

ん
、そ
し
て
70
歳
を
過
ぎ
た
こ

ろ
に
患
っ
た
心
臓
病
で
は
、８

時
間
に
も
及
ぶ
大
手
術
を

行
い
、２
か
月
間
の
入
院
生

活
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し

た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
健
康

に
対
す
る
思
い
入
れ
は
強

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。「
私

に
と
っ
て
歩
こ
う
会
は
体
だ

け
で
な
く
心
の
健
康
を
保
つ

上
で
も
不
可
欠
な
ん
で
す
」。

　

そ
ん
な
土
橋
さ
ん
は
平
成

13
年
か
ら
会
長
職
を
務
め
て

い
ま
す
。「
運
営
は
、役
員
を
は

じ
め
事
務
局
の
皆
さ
ん
が
と

て
も
よ
く
や
っ
て
く
れ
て
い

ま
す
。私
は
た
だ
そ
れ
を
見

守
っ
て
い
る
よ
う
な
も
の
」

と
、ご
謙
遜そ

ん

。会
長
と
し
て

の
手
腕
が
発
揮
さ
れ
る
の

は
、年
数
回
開
か
れ
る
バ
ス

ハ
イ
ク
で
す
。目
的
地
に
到

着
す
る
と
、音
頭
を
取
っ
て

全
員
で
大
合
唱
。歌
う
は
も

ち
ろ
ん
、水す

い

前ぜ
ん

寺じ

清き
よ

子こ

さ
ん

の「
三
百
六
十
五
歩
の
マ
ー

チ
」で
す
。ほ
か
に
も「
さ
ん

ぽ
」な
ど
、歩
く
こ
と
に
ち

な
ん
だ
選
曲
で
会
員
の
心

を
１
つ
に
ま
と
め
ま
す
。

和
や
か
な
雰
囲
気
が
モ
ッ

ト
ー
の
歩
こ
う
会
に
は
欠

｢

笑
い
は
免
疫
力
を
高
め
る
ん
で
す｣

と
、土
橋
会
長

「
い
ろ
ん
な
所
に
行
っ
た
な
ぁ
」と
、し
み
じ
み

市
内
ウ
オ
ー
ク
を
楽
し
む
会
の
皆
さ
ん

か
せ
な
い
存
在
で
す
。今
年
入

会
10
年
を
迎
え
、「
ゆ
く
ゆ
く

は
会
長
職
を
後
進
に
」と
、話

す
土
橋
さ
ん
。「
今
後
も
元
気

な
限
り
歩
き
続
け
た
い
。い
や

三
途ず

の
川
ま
で
、歩
こ
う
会

の
旗
を
持
っ
て
い
く
。そ
こ
で

み
ん
な
を
極
楽
ま
で
案
内
し

な
い
と
ね
」。屈
託
な
い
笑
顔

が
印
象
的
な
土
橋
さ
ん
で
す
。

私
の
人
生
は
四
苦
八
苦

ど
こ
ま
で
も
続
く
道
程

大病を乗り越え実感

心身の健康のたいせつさ
　仲間との会話を楽しみながら歩くこと
で健康づくりに励んでいる蕨市歩こう会。
3代目会長、土

ど

橋
ばし

照
てる

男
お

さんをご紹介します。

－ 290 －

　

商
工
会
館
か
ら

市
役
所
へ
抜
け
る
道

語 る 人

大
おお

熊
くま

愼
しん

一
いち

さん
中央５丁目・77歳
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■東京都市圏パーソントリップ調査にご協力を／11月までの間に対象となったご家庭に調査票を送付　詳細＝県都市計画課（緯048・830・5343）

いま むかし

市民サービス　

Ｑ
Ａ
＆

仕
事
の
都
合
で
、
保

育
園
へ
通
う
子
ど
も

の
送
迎
に
時
間
の
余
裕
が
な

い
の
で
す
が
、
な
に
か
よ
い

サ
ー
ビ
ス
は
あ
り
ま
す
か
？

有
償
に
な
り
ま
す
が
、

わ
ら
び
フ
ァ
ミ
リ
ー・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
が
あ

り
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
で
は
、

子
育
て
の
援
助
を
受
け
た
い

人
と
子
育
て
の
お
手
伝
い
を

し
て
み
た
い
人
の
双
方
が
会

員
と
な
り
、
地
域
で
子
育
て

を
支
え
合
っ
て
い
ま
す
。

　

生
後
６
か
月
か
ら
小
学
生

ま
で
の
子
の
保
護
者
に
代
わ

っ
て
保
育
園
や
小
学
校
へ
の

送
迎
を
し
た
り
、
保
護
者
の

皆
さ
ん
が
、「
休
日
出
勤
の
日

や
病
院
へ
行
っ
た
り
し
て
い

る
間
だ
け
、
子
ど
も
を
預
け

た
い
」な
ど
、い
ろ
い
ろ
な
要

　

１
年
間
で
、
新
た
に
乳
が

ん
と
診
断
さ
れ
る
女
性
は
、

４
万
人
を
超
え
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
乳
が
ん
は
今
、

胃
が
ん
、
大
腸
が
ん
と
並
ん

で
、
女
性
に
最
も
多
い
が
ん

の
１
つ
で
す
。

　

発
症
は
40
歳
か
ら
50
歳
代

に
多
い
と
の
こ
と
で
す
が
、

特
に
右
下
囲
み
に
該
当
す
る

人
は
、
発
症
の
可
能
性
が
高

く
な
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
か

ら
ご
紹
介
す
る
早
期
発
見
の

＂
カ
ギ
＂
と
な
る
簡
単
な
自

己
検
診
方
法
を
覚
え
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

①
鏡
の
前
で
、
乳
房
が
引

き
つ
れ
て
い
な
い
か
、
乳

首
に
く
ぼ
み
や
分
泌
物
が

な
い
か
を
見
る
。

　

②
両
腕
を
上
げ
、
乳
房
に

不
自
然
な
く
ぼ
み
が
な
い

か
を
見
る
。

③
あ
お
向

け
に
寝
て
、

肩
の
下
に

ま
く
ら
な

ど
を
入
れ

る
。
人
さ

し
指
、
中

望
に
お
こ
た
え
し
て
い
ま
す
。

子
育
て
の
お
手
伝
い

を
す
る
会
員
さ
ん
は
、

ど
う
い
っ
た
人
で
す
か
？

子
育
て
の
経
験
豊
か

な
人
や
、
子
育
て
真

っ
最
中
と
い
っ
た
、
お
お
む

ね
20
歳
か
ら
70
歳
ま
で
の
市

民
の
皆
さ
ん
で
す
。

料
金
は
幾
ら
ぐ
ら
い

か
か
り
ま
す
か
？

平
日
の
昼
間
や
休
日

の
夜
間
な
ど
で
違
い

は
あ
り
ま
す
が
、
１
時
間
７

０
０
円
か
ら
９
０
０
円
ほ
ど

で
す
。
こ
の
料
金
は
、
お
子

さ
ん
を
お
世
話
し
て
く
れ
た

人
へ
の
報
酬
と
な
り
ま
す
。

会
員
に
な
る
た
め
に

は
、
ど
う
す
れ
ば
よ

い
の
で
し
ょ
う
か
？

説
明
会
に
参
加
し

て
、
セ
ン
タ
ー
の
趣

旨
に
賛
同
さ
れ
た
人
が
会
員

に
な
れ
ま
す（
今
月
も
開
催
。

左
囲
み
参
照
）。
援
助
を
受

け
た
い
人
、
お
手
伝
い
を
し

て
み
た
い
人
、大
募
集
で
す
。

●
講
習
会
・
説
明
会
／
８
日

（
水
）　

午
前
９
時　

旭
町
公

民
館　

託
児
あ
り　

申
し
込

み
＝
蕨
市
社
会
福
祉
協
議
会

内　

わ
ら
び
フ
ァ
ミ
リ
ー
･

サ
ポ
ー
ト
･
セ
ン
タ
ー
（
緯

443
・
１
８
０
０
）

Ｑ

ＱＱＱ

Ａ

ＡＡＡ

健
康
わ
ら
び
21
計
画
　

健
康
密
度
も
日
本
一
の
蕨
へ

定
期
的
な
検
診
で
乳
が
ん
の
早
期
発
見
を
　

指
、
薬
指
の
３
本
の
指
の

腹
で
な
で
る
よ
う
に
、
左

手
で
右
の
乳
房
、
右
手
で

左
の
乳
房
を
ま
ん
べ
ん
な

く
触
れ
、小
さ
く
て
固
い
、

痛
み
の
な
い
し
こ
り
が
な

い
か
を
調
べ
る
（
わ
き
の

下
も
チ
ェ
ッ
ク
す
る
）。

　

こ
れ
ら
の
自
己
検
診
は
、

月
経
後
１
週
間
目
、
閉
経
後

は
毎
月
決
ま
っ
た
日
に
行
う

よ
う
に
す
る
と
早
期
発
見
に

つ
な
が
り
ま
す
。

　

で
も
、
も
ち
ろ
ん
こ
れ
だ

け
で
は
見
逃
し
や
間
違
え
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
医

療
機
関
で
の
定
期
的
な
検
診

を
受
け
る
必
要
は
あ
り
ま
す
。

　

国
の
指
針
で
も
、
40
歳
以

上
の
女
性
は
、２
年
に
１
回
、

視
触
診
だ
け
で
な
く
マ
ン
モ

グ
ラ
フ
ィ
ー
（
乳
房
レ
ン
ト

ゲ
ン
撮
影
）
に
よ
る
検
診
を

受
け
る
こ
と
が
適
切
だ
と
し

て
い
ま
す
。

　

健
康
密
度
日
本
一
を
目
指

す
蕨
市
で
は
、
乳
が
ん
検
診

の
対
象
年
齢
を
30
歳
以
上
の

女
性
と
し
て
、毎
年
、受
診
者

全
員
が
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー

に
よ
る
検
診
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今

月
は
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
乳
が

ん
検
診
の
申
し
込
み
受
付
を

保
健
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て
い

ま
す
の
で
、
対
象
の
人
は
、

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
受
診
し
て

く
だ
さ
い
（
申
込
方
法
は
、

お
知
ら
せ
版
５
㌻
）。

　

ま
た
、が
ん
の
予
防
に
は
、

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事

を
取
る
こ
と
や
、
適
度
な
運

動
な
ど
、
日
常
生
活
に
も
気

を
つ
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、

こ
う
し
た
健
康
全
般
に
関
す

る
成
人
健
康
・
栄
養
相
談
も
、

毎
月
行
っ
て
い
ま
す
。
問
い

合
わ
せ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

（
緯
431
・
５
５
９
０
）

乳がんへの注意が必要な人
⃝30歳以上の未婚者
⃝初産年齢が30歳以上
⃝初潮年齢が11歳以下
⃝閉経年齢が55歳以上
⃝肥満度が20％以上
⃝良性乳腺疾患になったことが
ある人

⃝乳がんになった家族がいる人

わ
ら
び
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

乳がんの早期発見に
マンモグラフィー検診
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ワ
ラ
ビ　

お
隣
の
Ａ
子
さ
ん

だ
。
ど
う
し
た
ん
で
す
か
？

Ａ
子
さ
ん　

あ
ら
、ワ
ラ
ビ
ち

ゃ
ん
。こ
ち
ら
の
お
ば
あ
さ
ん

が
お
困
り
の
よ
う
だ
っ
た
か

ら
声
を
か
け
た
の
よ
。ご
家
族

に
連
絡
し
て
み
よ
う
か
し
ら
。

お
ば
あ
さ
ん　

・・・
。

家
族
の
人　

こ
こ
に
い
た
の

ね
。ち
ょ
っ
と
目
を
離
し
た
ら

い
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

Ａ
子
さ
ん　

い
い
ん
で
す
よ
。

で
は
、お
ば
あ
さ
ん
。ま
た
ね
。

お
ば
あ
さ
ん　

あ
り
が
と
う
。

ワ
ラ
ビ　

あ
の
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
、
パ
ジ
ャ
マ
姿
で
な
ん
か

様
子
が
変
だ
っ
た
ね
。

Ａ
子
さ
ん　

恐
ら
く
認
知
症

の
か
た
だ
と
思
う
わ
。

ワ
ラ
ビ　

認
知
症
？

Ａ
子
さ
ん　

そ
う
。
脳
の
働

き
が
悪
く
な
る
こ
と
で
、ひ
ど

い
も
の
忘
れ
や
判
断
力
、理
解

力
の
低
下
な
ど
、徐
々
に
自
立

し
た
生
活
が
で
き
な
く
な
る

病
気
よ
。85
歳
以
上
の
４
人
に

■荒川・下水道フェスタ／18日　午前10時～午後4時　県荒川水循環センター（戸田市笹目）　水質実験教室ほか　詳細＝同センター（緯421・5861）

病
を
理
解
し
見
守
る
地
域
の
サ
ポ
ー
タ
ー

楽
し
く
学
ぶ
今
か
ら
始
め
る
認
知
症
予
防

１
人
に
そ
の
症
状
が
あ
る
と

い
わ
れ
て
い
て
、今
後
は
更
に

増
え
る
と
予
想
さ
れ
て
る
の
。

ワ
ラ
ビ　

え
～
、そ
ん
な
に
。

Ａ
子
さ
ん　

そ
う
よ
。
だ
か

ら
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

が
必
要
で
、
そ
の
た
め
に
は

地
域
の
支
え
が
不
可
欠
な
の
。

ワ
ラ
ビ　

な
る
ほ
ど
～
。
と

こ
ろ
で
、
そ
の
オ
レ
ン
ジ
の

リ
ン
グ
は
な
～
に
？

Ａ
子
さ
ん　

こ
れ
は
、認
知
症

を
理
解
し
偏
見
を
持
た
ず
に

患
者
や
家
族
を
温
か
く
見
守

る「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」の

あ
か
し
。
全
国
で
１
０
０
万

人
を
養
成
し
よ
う
と
、
各
地

で
事
業
が
行
わ
れ
て
い
る
の
。

蕨
市
で
は
昨
年
度
か
ら
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
、６
月

と
２
月
に
講
座
を
開
催
し
て

い
て
、
１
０
４
人
が
サ
ポ
ー

タ
ー
に
な
っ
て
い
る
の
よ
。

私
も
そ
の
１
人
っ
て
わ
け
。

ワ
ラ
ビ　

へ
ぇ
。
こ
れ
か
ら

も
も
っ
と
増
え
る
と
い
い
ね
。

お
父
さ
ん　

認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
か
。
う
ち
も
お
じ
い
ち

ゃ
ん
が
い
る
か
ら
、養
成
講
座

を
受
け
る
の
も
い
い
か
も
な
。

お
母
さ
ん　

そ
う
ね
。も
し
も

の
た
め
に
今
か
ら
心
構
え
は

必
要
ね
。
そ
う
い
え
ば
セ
ン

タ
ー
で
は
、65
歳
以
上
の
人

に
予
防
講
座
も
行
っ
て
い
る

そ
う
よ
。今
月
23
日
か
ら
全
５

回
、認
知
症
の
知
識
や
予
防
法

を
、運
動
や
ゲ
ー
ム
な
ど
で
楽

し
み
な
が
ら
学
べ
る
み
た
い
。

お
父
さ
ん　

認
知
症
は
日
ご

ろ
の
生
活
習
慣
の
見
直
し
や

早
期
発
見
・
治
療
で
、発
症
や

進
行
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が
で

き
る
そ
う
だ
よ
。
最
近
は
若

い
人
も
増
え
て
い
る
ら
し
い

か
ら
人
ご
と
で
は
な
い
な
ぁ
。

じ
い
ち
ゃ
ん　

お
や
、
ど
う

し
た
？
み
ん
な
そ
ろ
っ
て
。

ワ
ラ
ビ　

お
じ
い
ち
ゃ
～
ん
。

ぼ
く
、お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
認
知

症
に
な
ら
な
い
か
心
配
だ
よ
。

じ
い
ち
ゃ
ん　

わ
し
が
認
知

症
!?
か
わ
い
い
孫
に
泣
か
れ

た
ら
た
ま
ら
ん
。

ワ
ラ
ビ　

じ
ゃ
あ
早
速
、
予

防
講
座
に
申
し
込
も
う
ね
。

親と子の
ニュースの
小窓

　錦町３丁目の地域包括支援センタ
ーでは、高齢者の皆さんが住み慣れ
たまちで、いつまでもいきいきと暮
らせるように、さまざまな介護予防
事業を行っています。今月は年々増
加傾向にあるといわれている認知症
についての取り組みを紹介します。

住み慣れたまちで
安心、いきいき

認知症予防・サポート

申
し
込
み
は
10
日
ま
で
に
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
緯
434
・
６
７
２
１
）へ

オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
は
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
あ
か
し
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捌
ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン
／
時
間
＝
午

後
１
時
20
分
～
２
時
半　

と
こ
ろ
＝

保
健
セ
ン
タ
ー　

対
象
＝
平
成
19
年

７
月
～
20
年
6
月
生
ま
れ
（
２
回
の

接
種
が
済
ん
で
い
な
い
子
） 

※
対
象

年
齢
を
過
ぎ
て
も
90
か
月
未
満
ま
で

受
け
ら
れ
ま
す
。持
ち
物
＝
予
診
票
・

母
子
健
康
手
帳　

受
け
る
前
に
、
冊

子
『
予
防
接
種
と
子
ど
も
の
健
康
』

を
必
ず
お
読
み
く
だ
さ
い
。
体
温
は

当
日
、
会
場
で
計
り
ま
す
。

捌
両
親
学
級
／
費
用
＝
４
０
０
円

（
テ
キ
ス
ト
代
）　

持
ち
物
＝
母
子

健
康
手
帳
、
筆
記
用
具　

※
事
前
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

捌
プ
レ
マ
マ
講
座
～
妊
娠
中
の
マ
マ

た
ち
へ
／
30
日（
木
）　

午
後
１
時
半

産
婦
人
科
医
師
に
よ
る
妊
娠
・
出
産

に
つ
い
て
の
お
話
、
先
輩
マ
マ
と
の

交
流
会　

※
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。 赤ちゃん

メモ
（問）保健センター
　　　（緯 431・5590）

捌
離
乳
食
講
習
会
／
３
日
ま
た
は
29

日　

時
間
＝
午
前
９
時
45
分
～
11
時

45
分　

内
容
＝
離
乳
食
の
上
手
な
進

め
方
と
作
り
方
、
試
食　

対
象
＝
平

成
20
年
６
月
生
ま
れ
の
第
１
子
の
保

護
者　

託
児
＝
先
着
10
人　

持
ち
物

＝
母
子
健
康
手
帳
、
筆
記
用
具
、
赤

ち
ゃ
ん
を
連
れ
て
来
る
人
は
バ
ス
タ

オ
ル
、ビ
ニ
ー
ル
袋（
お
む
つ
持
ち
帰

り
用
）、
ほ
か
必
要
な
物　

と
こ
ろ
・

申
し
込
み
＝
電
話
で
保
健
セ
ン
タ
ー

捌
乳
幼
児
健
康
診
査
・
相
談
／
対
象

の
お
子
さ
ん
に
は
個
人
通
知
し
て
い

ま
す
。
持
ち
物
＝
母
子
健
康
手
帳
、

問
診
票　

※
対
象
月
に
受
け
ら
れ
な

い
と
き
は
翌
月
で
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

捌
新
生
児
・
産
婦
訪
問
指
導
／
対
象

＝
赤
ち
ゃ
ん
が
産
ま
れ
て
か
ら
４
か

月
児
健
診
の
前
月
ま
で
（
第
２
子
以

降
の
お
子
さ
ん
も
可
）
内
容
＝
保
健

師
・
助
産
師
に
よ
る
赤
ち
ゃ
ん
の
身

体
計
測
、
発
育
や
育
児
に
つ
い
て
の

相
談
、
お
母
さ
ん
の
産
後
の
相
談　

※
赤
ち
ゃ
ん
が
産
ま
れ
た
ら
出
生
連

絡
票
（
母
子
健
康
手
帳
の
最
後
の
ペ

ー
ジ
に
付
い
て
い
る
は
が
き
）
を
お

送
り
く
だ
さ
い
。

とき・対象児 受付時間・ところ
４ か 月 児
健 診

10月15日（水）・16日（木）

午後1時～1時45分
保健センター

平成20年５月生まれ　　
１歳６か月児
健 診

10月28日（火）・29日（水）
平成19年３月生まれ　　

３ 歳 児
健 診

10月17日（金）・24日（金）
平成17年９月生まれ　　

４歳６か月児
健 診

10月23日（木）　　　　　 午後1時15分～2時
保健センター平成16年３月生まれ　　

１ 歳 児
相 談

10月15日（水）・16日（木） 午前10時～10時半
保健センター平成19年９月生まれ　　

■多重債務無料相談会／23日　午前10時～午後4時　戸田市役所　予約は15日までに（緯048・837・0618）　詳しくは県消費生活課（緯048・830・2935）

優しさの「環境行動」

　

子
ど
も
の
成
長
は
早
い
も

の
。せ
っ
か
く
買
っ
た
洋
服
も

す
ぐ
に
着
ら
れ
な
く
な
っ
て

残
念
と
い
う
こ
と
、よ
く
あ
り

ま
す
よ
ね
。福
祉
・
児
童
セ
ン

タ
ー
で
は
、そ
ん
な
洋
服
を
集

　
「
優
里
は
最
近
、自
分
は
女

の
子
だ
と
い
う
意
識
が
芽
生

え
て
き
た
よ
う
な
ん
で
す
。

私
の
化
粧
ポ
ー
チ
か
ら
口
紅

を
取
り
出
し
、
口
の
周
り
じ

ゅ
う
赤
く
塗
っ
て
は
、
鏡
に

向
か
っ
て
に
っ
こ
り
し
ま
す
。

買
い
物
の
と
き
も
、
私
を
ま

ね
て
子
ど
も
用
の
か
ご
に
品

子
ど
も
服
の
リ
サ
イ
ク
ル

め
て
必
要
な
人
に
差
し
上
げ

る「
わ
く
わ
く
リ
サ
イ
ク
ル
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。４
年
前

に
子
育
て
支
援
事
業
、「
マ
マ

の
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
」で
試
し
に

行
っ
た
と
こ
ろ
、た
く
さ
ん
の

反
響
が
あ
り
、以
来
10
月
に
開

催
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
は
１
１
８
９
点
も
の

洋
服
や
小
物
が
集
ま
り
、す
べ

て
が
利
用
者
の
手
に
。ま
た
、

以
前
利
用
し
た
人
か
ら
洋
服

の
提
供
が
あ
っ
た
り
す
る
な

ど
、リ
サ
イ
ク
ル
し
合
う
心
が

広
が
っ
て
い
る
こ
の
催
し
。今

年
は
23
日
に
開
催（
詳
細
は
お

知
ら
せ
版
６
㌻
）。マ
イ
バ
ッ

グ
持
っ
て
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

物
を
入
れ
、
お
金
の
受
け
渡

し
ま
で
や
り
た
が
り
ま
す
。

ま
だ
あ
ま
り
話
せ
ま
せ
ん
が
、

分
身
の
よ
う
に
行
動
を
ま
ね

る
優
里
を
い
と
お
し
く
思
う

と
同
時
に
『
し
っ
か
り
し
な

く
ち
ゃ
』
と
、
あ
ら
た
め
て

気
づ
か
さ
れ
ま
す
ね
」
と
話

す
、
母
親
の
さ
え
子
さ
ん
。

　

南
町
２
丁
目
に
あ
る
交
流
プ
ラ
ザ
さ

く
ら
で
、
子
ど
も
た
ち
９
人
が
ダ
ン
ス

に
夢
中
で
す
。
講
師
の
渡わ

た

辺な
べ

絵え

里り

さ
ん

が「
楽
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
お
う
」と
、

夏
休
み
中
、
同
館
を
利
用
す
る
子
ど
も

た
ち
に
声
を
か
け
た
の
が
き
っ
か
け
で

す
。ぎ
こ
ち
な
か
っ
た
動
き
も
、今
で
は

デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
曲
に
合
わ
せ
て
、「
こ
ん

な
感
じ
か
な
～
」、「
そ
れ
い
い
ね
～
」と
、

自
分
た
ち
で
振
り
付
け
を
考
え
る
ま
で

に
な
り
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
、小
学
校
の

イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
通
し
て
技
を
磨
き
、

今
は
11
月
15
日
に
開
催
さ
れ
る
同
館
の

お
祭
り
で
、
新
た
な
演
技
を
披
露
す
る

た
め
、
元
気
に
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

　

わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル
－440－

　優
ゆう

　里
り

ちゃん　
（１歳８か月）

柴
しば

田
た

　　高
たか

幸
ゆき

さん　
　さえ子

こ

さんの
長女　　　　

　　南町４丁目

子どもクラブ 交流プラザ
さくら

奮闘中の渡辺ダンスチーム

実施日 対象地域

10月７日（火）
北町と中
央5～7丁
目

　　８日（水） 塚越

　　９日（木）
錦町と中
央3・4丁
目

　　10日（金）
南町と中
央1・2丁
目

予備日　　　
11月７日（金） 全域

回
とき

内　容
10月

１ ６日
（月）

妊婦歯科健
診・保健

２ 14日
（火）

食生活・赤ち
ゃんの育て方

３ 25日
（土）

お産の経過・
沐浴実習

時間はいずれも
午後１時半～４時
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わ
ら
び
の
野
鳥
・
虫
・
草
　
　
○

で
開
か
れ
た
、
蕨
少
年
少
女

合
唱
団
創
立
50
周
年
記
念
演

奏
会
で
の
一
幕
。
心
地
よ
い

歌
声
を
響
か
せ
る
、
合
唱
団

の
中
心
で
指
揮
を
と
っ
て
い

た
の
は
、
岩
井
琢
也
さ
ん

（
24
歳
・
南
町
３
丁
目
）で
す
。

　

小
学
３
年
生
の
と
き
に
合

唱
団
と
出
会
い
、
歌
う
こ
と

の
楽
し
さ
を
知
っ
た
岩
井
さ

ん
。
本
格
的
に
声
楽
を
志
し

た
の
は
高
校
時
代
。
専
門
学

科
や
合
唱
部
の
活
動
の
ほ
か
、

声
楽
と
ピ
ア
ノ
の
レ
ッ
ス
ン

も
並
行
し
て｢

音
楽
漬
け
の

毎
日
だ
っ
た｣

と
、振
り
返
り

ま
す
。
男
性
で
は
最
も
高
い

音
域
の｢

テ
ノ
ー
ル｣

を
東
京

芸
術
大
学
で
習
得
し
た
後
、

晴
れ
て
声
楽
家
と
し
て
の
道

を
歩
み
出
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
夢
だ
っ
た
プ
ロ
と
し
て

全
国
で
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
く

一
方
、月
数
回
の
活
動
に
、将

来
へ
の
不
安
や
目
指
す
道
へ

の
疑
問
を
覚
え
始
め
ま
す
。

　

そ
ん
な
葛か

っ

藤と
う

の
な
か
、
心

の
支
え
と
な
っ
た
の
は
、
蕨

少
年
少
女
合
唱
団
の
存
在
で

し
た
。進
学
や
就
職
な
ど
、す

べ
て
の
悩
み
を
相
談
し
て
き

た
仲
間
た
ち
に
勧
め
ら
れ
、

少
し
で
も｢

恩
返
し
で
き
れ

ば｣

と
、大
学
時
代
に
始
め
た

合
唱
団
の
指
導
は
、
新
た
な

情
熱
を
芽
生
え
さ
せ
ま
し
た
。

歌
い
手
と
身
ぶ
り
や
視
線
で

心
が
通
う
瞬
間
が｢

た
ま
ら

な
い
魅
力｣
と
、求
め
て
い
た

も
の
に
気
づ
く
よ
う
に
。
声

楽
で
培
っ
た
表
現
力
で｢
み
ん

な
を
引
き
つ
け
て
く
れ
る
指

揮
者｣

と
し
て
、
団
員
た
ち

も
信
頼
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

　

今
で
は｢

育
て
て
く
れ
た

こ
の
ま
ち
で
教
師
に
な
り
、

歌
う
こ
と
の
楽
し
さ
を
伝
え

続
け
た
い｣

と
、
目
標
を
語

る
岩
井
さ
ん
。
指
導
者
岩
井

琢
也
と
し
て
新
た
な
一
歩
を

踏
み
出
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。

輝いていま  ひと
「蕨少年少女合唱団｣ 指導者　

広
報
蕨　

六
八
三
号　

平
成
二
十
年
十
月
一
日
発
行　

毎
月
一
回
発
行　

印
刷
・
㈱
秀
飯
舎

広
報
に
載
っ
て
い
る
写
真
を
希
望
者
に
差
し
上
げ
ま
す　

秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

280

歌
う
楽
し
さ
教
え
新
た
な
道
開
く

岩
いわ

井
い

 琢
たく

也
や

  さん

な
く
マ
マ
た
ち
も
安

心
で
す
。人
気
の｢

ど

ろ
ん
こ
遊
び
の
日｣

に
な
る
と
、
子
ど
も

た
ち
の
好
き
な
砂
場

は
満
員
状
態
で
す
。

水
を
運
ん
で
き
て
は

砂
場
に
ジ
ャ
ー
。
お

し
り
も
靴
も
泥
だ
ら

け
に
な
る
の
が
楽
し

く
て
し
か
た
な
い
よ

う
で
す
。｢

汚
れ
て

も
、
館
内
で
着
替
え

る
こ
と
が
で
き
る
の

で
助
か
り
ま
す
し
、

遊
具
や
お
も
ち
ゃ
も
い
っ
ぱ

い
な
の
で
、
子
ど
も
は
大
喜

び
で
す｣

。
と
利
用
者
の
皆

さ
ん
か
ら
も
大
好
評
で
す
。

錦
町
だ
け
。
ち
ょ
っ
と
こ
じ

ん
ま
り
し
て
は
い
る
も
の
の
、

い
つ
の
間
に
か
子
ど
も
た
ち

が
道
路
に
飛
び
出
す
こ
と
も

　

西
ル
ー
ト
14
番
停

留
所
、｢

社
会
福
祉

セ
ン
タ
ー｣

か
ら
南

に
歩
い
て
３
分
。
ぷ

ら
っ
と
わ
ら
び
に
乗

っ
て
や
っ
て
来
る
人

が
、
最
近
増
え
て
き

た
と
い
う
錦
町
児
童

館
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
ち
ら
の
児
童
館

は
も
と
も
と
保
育
園

で
し
た
。
そ
の
た
め

公
園
に
隣
接
す
る
児

童
館
は
市
内
に
幾
つ

も
あ
り
ま
す
が
、
園

庭
が
あ
る
の
は
こ
の

ぷらっと・わらび・小さな旅
安
心
の
遊
び
場

錦
町
児
童
館
へ

月
７
日
、
市
民
会
館

コ
ン
ク
レ
レ
ホ
ー
ル

先

ア
オ
モ
ン
イ
ト
ト
ン
ボ




